
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パネル型スピーカを備える携帯用無線端末機において、
　本体の上ケーシングフレームの先端に露出して装着されるＬＣＤウィンドウと、
　本体の内部に、ＬＣＤウィンドウとの間に間隔を置いて前記ＬＣＤウィンドウの下側に
装着され、前記ＬＣＤウィンドウに対応する第１部分と 前記第１部分から て

パネル型スピーカが装着される第２部分 から構成される平板を有するＬＣＤ
モジュールと を備えることを特徴とする携帯用無線端末機。
【請求項２】
　前記平板の第２部分は 向に ことを特徴とする
請求項１記載の携帯用無線端末機。
【請求項３】
　前記平板は、偏光物質で形成されることを特徴とする請求項１記載の携帯用無線端末機
。
【請求項４】
　パネル型スピーカを備える携帯用無線端末機において、
　本体の上ケーシングフレームの先端に露出して装着される第１ＬＣＤウィンドウと、
　前記第１ＬＣＤウィンドウの下側に装着され、前記第１ＬＣＤウィンドウに対応する第
１部分及び前記第１部分から延長してパネル型スピーカが装着される第２部分を有する第
２ＬＣＤウィンドウと、前記本体に内部に、前記第２ＬＣＤウィンドウの下側に装着され
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、前記携帯用無線端末機の長手方 延在する



るＬＣＤモジュールとを備えることを特徴とする携帯用無線端末機。
【請求項５】
　前記第２ＬＣＤウィンドウの第２部分は、所定の方向に延長した構成であることを特徴
とする請求項４記載の携帯用無線端末機。
【請求項６】
　前記第２ＬＣＤウィンドウの第２部分は、ガラスまたはプラスチックで形成されること
を特徴とする請求項４記載の携帯用無線端末機。
【請求項７】
　前記第１ＬＣＤウィンドウは、第２ＬＣＤウィンドウと接触する構成であることを特徴
とする請求項４記載の携帯用無線端末機。
【請求項８】
　前記第２ＬＣＤウィンドウは、前記ＬＣＤモジュールから間隔を置いて装着されること
を特徴とする請求項４記載の携帯用無線端末機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、携帯用無線端末機のスピーカ装着構造に関し、特に、パネル型スピーカの装着
構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
携帯用無線端末機とは、基地局と無線通信を遂行する時、使用者に無線通信サービスを提
供する携帯できる移動局を意味する。携帯用端末機は、外形によって、バー型端末機、フ
リップ型端末機、及び折り畳み型端末機に分類され、機能によって、音声通信用、映像通
信用、及びインターネット接続用などに分類される。図１は、一般的な携帯用端末機を示
す。図１を参照すると、前記携帯用無線端末機の本体１０は、相手との通信のために、ア
ンテナ装置１１、上ケーシングフレーム１２、データ入力部１５、データ出力部１４、送
信部１７、及び受信部１６を必須に備える。前記データ入力部１５としては、複数のキー
から構成されるキーパッドやタッチスクリーンを使用することができる。前記データ出力
部１４としては、ＬＣＤ (Liquid Crystal Display)モジュールが使用される。前記送信部
１７及び前記受信部１６としては、マイクロフォン及びスピーカが使用される。
【０００３】
最近は、前記受信部１６として、パネルのような部材に装着されるパネル型スピーカが注
目を引いている。前記パネル型スピーカは、無線端末機のパネルを通して音を伝達するス
ピーカの特定のタイプであり、聞き手によって満足できるソフトな音を出すので、広く使
用される趨勢である。
【０００４】
図２は、従来のパネル型スピーカの装着構造を示す。図２を参照すると、前記本体１０は
、上ケーシングフレーム１２、下ケーシングフレーム１３、ＬＣＤモジュールＭ、ＬＣＤ
ウィンドウ２０、パネル型スピーカＳ、及びメインボードＢから構成される。ＬＣＤモジ
ュールＭは、前記上ケーシングフレーム１２の上側に装着され、透明なＬＣＤウィンドウ
２０は、前記ＬＣＤモジュールＭと前記上ケーシングフレーム１２の先端との間に配置さ
れる。つまり、前記ＬＣＤウィンドウ２０は、メインボードＢに接続された前記ＬＣＤモ
ジュールＭの上側に位置する。前記ＬＣＤウィンドウ２０は、前記ＬＣＤモジュールＭを
外部環境から保護し、表示データが使用者に見えるように透明な材質で形成される。前記
ＬＣＤモジュールＭは、偏光板１８、上ガラスＧ１、下ガラスＧ２、上ガラスＧ１と下ガ
ラスＧ２との間に配置される液晶Ｌ、及び反射板１９から構成される。
【０００５】
パネル型スピーカＳは、前記本体１０の下部の内側に、前記ＬＣＤウィンドウ２０の延長
部分２０ａの下に装着される。前記ＬＣＤウィンドウ２０は、前記延長部分２０ａの分だ
け前記ＬＣＤモジュールＭより大きい。前記パネル型スピーカＳは、前記ＬＣＤウィンド
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ウ２０から間隔を置いて、前記ＬＣＤウィンドウ２０の延長部分２０ａに装着される。
【０００６】
前記従来のパネル型スピーカの短所は、携帯用無線端末機が落下する時、前記アンテナ部
や前記ＬＣＤウィンドウに亀裂が発生するか、破損しやすいということである。前記ＬＣ
Ｄウィンドウの破損は、前記ＬＣＤウィンドウの下側に装着されたパネル型スピーカにも
影響を及ぼすようになり、前記スピーカの機能がうまく遂行できなくなる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の目的は、外部環境から安全に保護されるパネル型スピーカ装着構造を提
供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
前記のような目的を達成するための本発明は、パネル型スピーカの装着構造を提供する。
本発明の第１実施形態によるパネル型スピーカの装着構造において、ＬＣＤウィンドウは
、本体の上ケーシングフレームの先端に露出して装着される。ＬＣＤモジュールは、本体
の内部に、前記ＬＣＤウィンドウとの間に間隔を置いて前記ＬＣＤウィンドウの下側に装
着され、前記ＬＣＤウィンドウに対応する第１部分及び前記第１部分から延長してパネル
型スピーカが装着される第２部分から構成される。
【０００９】
本発明の第２実施形態によるパネル型スピーカの装着構造において、第１ＬＣＤウィンド
ウは、本体の上ケーシングフレームの先端に露出して装着される。第２ＬＣＤウィンドウ
は、前記第１ＬＣＤウィンドウの下側に装着され、前記第１ＬＣＤウィンドウに対応する
第１部分を有し、前記第１部分から延長してパネル型スピーカが装着される第２部分を有
する。ＬＣＤモジュールは、本体に内部に、第２ＬＣＤウィンドウの下側に装着される。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明による好適な一実施形態を添付図面を参照しつつ詳細に説明する。下記説明
において、本発明の要旨を明確にするために関連した公知機能または構成に対する具体的
な説明は省略する。
【００１１】
本発明によるパネル型スピーカ (panel-type speakerまたは exciter)は、バー型 (bar-type
)の端末機に適用して説明するが、フリップ型 (flip-type)及び折り畳み型 (folding-type)
を含む全ての携帯用無線端末機に適用することができる。前記パネル型スピーカは、動作
時、パネルの周りに３次元ウェーブ形の波が伝達され、より均一の音を聞き手に伝達する
スピーカである。
【００１２】
図３は、本発明の好適な第１実施形態によるパネル型スピーカの装着構造を示す断面図で
ある。図３を参照すると、携帯用端末機の本体１０は、メインボードＢを保護する上ケー
シングフレーム１２及び下ケーシングフレーム１３、ＬＣＤウィンドウ３０、パネル型ス
ピーカＳ，及びＬＣＤモジュールＭから構成される。前記ＬＣＤウィンドウ３０は、前記
ＬＣＤモジュールＭを保護するために、前記本体１０の先端に装着される。前記ＬＣＤモ
ジュールＭは、偏光板３１、上ガラスＧ１、液晶Ｌ、下ガラスＧ２、及び反射板３２から
構成される。前記ＬＣＤモジュールＭは、前記ＬＣＤウィンドウ３０の下側に前記メイン
ボードＢに装着される。
【００１３】
前記上ガラスＧ１及び前記下ガラスＧ２は、これらの間に位置する液晶Ｌを通して接続さ
れる。偏光板３１は、前記上ガラスＧ１の上側に位置し、反射板３２は、前記下ガラスＧ
２の下側に位置する。前記偏光板３１は、偏光物質で形成され、前記反射板３２は、感光
物質で形成される。前記ＬＣＤモジュールＭの内部構造は、当業者には周知のことである
。
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【００１４】
本発明によるパネル型スピーカＳの装着構造によると、前記パネル型スピーカＳは、偏光
板３１に下側に装着される。前記偏光板３１は、第１部分３１ａ及び前記第１部分３１ａ
から延長した第２部分３１ｂから構成される。前記第１部分３１ａは、前記ＬＣＤウィン
ドウ３０のサイズと同様であり、前記ＬＣＤウィンドウ３０の下側に位置する。前記偏光
板３１の第２部分３１ｂは、前記パネル型スピーカＳを装着するための空間であるので、
前記偏光板３１は、前記ＬＣＤウィンドウ３０より大きい。前記パネル型スピーカＳは、
前記ＬＣＤウィンドウ３０から所定の距離の分だけ離れて前記第２部分３１ｂに装着され
るので、前記端末機の落下時の衝撃に影響されないようになる。言い換えると、前記ＬＣ
Ｄウィンドウ３０が前記偏光板３１から離れているので、前記パネル型スピーカの装着構
造は、衝撃からパネル型スピーカＳを保護することができる。
【００１５】
図４は、本発明の好適な第２実施形態によるパネル型スピーカの装着構造の部分断面図で
ある。図４のように、本発明の第２実施形態によるパネル型スピーカの装着構造は、第２
ＬＣＤウィンドウ４１に前記パネル型スピーカＳを装着することが特徴である。第１ＬＣ
Ｄウィンドウ４０は、前記本体１０の先端に位置し、第２ＬＣＤウィンドウ４１は、前記
第１ＬＣＤウィンドウ４０の下側に位置し、前記メインボードＢに接続される前記ＬＣＤ
モジュールＭは、前記第２ＬＣＤウィンドウ４１の下側に位置する。前記第２ＬＣＤウィ
ンドウ４１は、ガラスまたはプラスチックで形成することができる。前記第１ＬＣＤウィ
ンドウ４０は、前記ＬＣＤモジュールＭのサイズと同様であり、前記第１ＬＣＤウィンド
ウ４０に接続される前記第２ＬＣＤウィンドウ４１は、第１部分４１ａ及び前記第１部分
から延長した第２部分４１ｂから構成される。前記第２ＬＣＤウィンドウの第２部分４１
ｂは、前記パネル型スピーカＳを装着するための空間を提供するので、前記第２ＬＣＤウ
ィンドウ４１は前記第１ＬＣＤウィンドウ４０より大きい。図４のＬＣＤモジュールＭは
、図３のＬＣＤモジュールＭと同様である。
【００１６】
前記端末機の本体１０が落下しても、その衝撃は、前記第２ＬＣＤウィンドウ４０を経由
して、前記第２ＬＣＤウィンドウ４１の第２部分４１ｂに装着される前記パネル型スピー
カに間接的に伝達される。従って、前記無線端末機への衝撃は低減する。さらに、前記パ
ネル型スピーカＳは、前記第２ＬＣＤウィンドウ４１の前記第２部分４１ｂの自由端に位
置するので、衝撃が緩和され、落下による衝撃に影響されないようになる。
【００１７】
結果的に、本発明によるパネル型スピーカの装着構造は、直接的な衝撃を避けるように構
成することで、前記パネル型スピーカの亀裂や破損を最小化し、均一の音質を維持するよ
うになる。
【００１８】
一方、前記本発明の詳細な説明では具体的な実施形態に挙げて説明してきたが、本発明に
よるパネル型スピーカの装着構造は たは第２ＬＣＤウィンドウの第２部分にパ
ネル型スピーカを装着することに限られるべきではなく、前記パネル型スピーカが衝撃を
間接的に受ける部分に装着される構成を具現することである。例えば、前記パネル型スピ
ーカを、前記ＬＣＤウィンドウ及び前記保護パネルだけでなく、上下ガラス、反射板、ま
たはメインボードに装着することもできる。従って、本発明の範囲は前記実施形態によっ
て限られるべきではなく、特許請求の範囲とそれに均等なものによって定められるべきで
ある。
【００１９】
【発明の効果】
前述してきたように、本発明は、本体に与えられる衝撃がパネル型スピーカに間接的に伝
達される構造であるので、より安定的にスピーカを保護することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　通常的な携帯端末機を示す平面図である。
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【図２】　従来のパネル型スピーカの装着構造を示す断面図である。
【図３】　本発明の好適な第１実施形態によるパネル型スピーカの装着構造を示す断面図
である。
【図４】　本発明の好適な第２実施形態によるパネル型スピーカの装着構造を示す断面図
である。
【符号の説明】
１０　本体
１２　上ケーシングフレーム
１３　下ケーシングフレーム
３０　ＬＣＤウィンドウ
３１、４２　偏光板
３２、４３　反射板
４０　第１ＬＣＤウィンドウ
４１　第２ＬＣＤウィンドウ
Ｂ　メインボード
Ｇ１　上ガラス
Ｇ２　下ガラス
Ｌ　液晶
Ｍ　ＬＣＤモジュール
Ｓ　パネル型スピーカ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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